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緑と愛と丘のあるまち かわにし 

遅筆堂文庫内に再現された井上ひさしの書斎風景 



  

「地域おこし協力隊」とは？ 

川西町の地域おこし協力隊 

地域おこし協力隊は、都市地域から人口減少や 

高齢化等の進行が著しい地域に移住して、 

地域おこし支援や地域協力活動を行いながら、 

その地域への定住・定着を図る総務省が推進する取組です。 

平成２３年度から取り組み、延べ３１名が 

川西町地域おこし協力隊として町内で活動しました。 

退任後、そのまま町内に定住した隊員は１０名います。 

                               ※令和７年３月現在 

川西町では、隊員のスキルアップを目的とした支援のほか、 

退任後の起業や定住に向けた支援もあります。 

川西町では、地域おこし協力隊を積極的に募集しています。 

まずはお気軽に担当までお問合せください。 

川西町であなたの力を活かしませんか？ 



  

町出身の作家・劇作家である故井上ひさし氏の蔵書

を収めた「遅筆堂文庫」の普及事業と調査研究を行い

ます。 

 

地域のスポーツ活動の支援のほか、町民総合体育館

の運営補助、子ども向けのからだづくり教室などを

行います。 

 

さくらんぼ・桃などの果樹や、枝豆・水稲などの栽培

の研修を行います。 

 

令和６年度は、遅筆堂文庫研究員１名、スポーツ活動支援員１名、

果樹農業研修生１名の計３名が活動しました。 

この冊子では、３名の隊員の活動を紹介します。 

遅筆堂文庫研究員 

スポーツ活動支援員 

果樹農業研修生 



  

01 
遅筆堂文庫研究員 
井上 恒 
Inoue Hisashi 

任期：2021年４月～ 

出身：札幌市（岩手県盛岡市生まれ） 

ほぼ 40 年札幌に住んでからの

東北人復帰。川西に移住４年目。 

趣味：犬を散歩し、非番の日はジョギ

ング。 

＼ひと言コメント／ 

そばと酒と山で四年が終わる。 

メディアとともに 

・読売新聞山形県内版 井上ひさし蔵書で論考 というかなり大部な記事を掲載してくれ

た。記者とはまる四年のおつきあいになろうとしている。（2024年５月 12日づけ） 

遅筆堂文庫において、井上ひさしに関わる研究・調査。 

・井上ひさしの著作及び関連文献のデータを網羅することが主。 

・井上ひさし研究会などを通じて彼の作品をひろめる宣伝活動。 

・遅筆堂文庫展示補助、図書館業務補助。 

 主な活動内容 

前代未聞の四年目の任期となった。「コロナ」によって、この間著しく活動が制限された場

合、ほんらい三年の任期を延長できるという有難い制度ができた。それを理由にしての特例

である。 

だが、一年延びたにもかかわらず、無能と怠惰のすえ、はかばかしい成果は得られない。 

たまたま、Inoue Hisashiという名で川西町との縁が出来、身を処することができた。ただ

それだけの凡人をおもしろがってもらい、時には「井上ひさし研究家」なるご大層な呼ばれ

方で面映ゆい。 

・NHKドキュメント２０min ひさしとひさし 

深夜帯ながら全国放送。おそらくオンデマンドな

どで視聴可能なはずなので興味があればどうぞ。奇

特にも三年に渡って私を追いかけてくれた若きディ

レクターの斬新なつくりの番組であったのだが、な

にせ主役がまったく冴えない。散歩中の犬は良かっ

たという感想が一致している。 

（初回放送 2024年５月 27日） 



  

つまらないはなし 

９月から 12 月にかけて、仙台文学館か

らお声がかかり３回の講座の機会を与え

られた。赴任初年度に遅筆堂文庫で手がけ

た展示「井上ひさしと手紙」を展開させた

もの。 

市立米沢図書館では「井上ひさしと米

沢」と題して（2025 年２月９日）、ほか米

沢市で有志に向けて「井上ひさしと憲法」

にかかわる話も行なった(2024 年６月 22

日)。そして締めは「井上ひさしと米原万

里」。「井上ひさしと〇〇」というテーマは

無限にひろがりうる。 

有難かったのは、置賜農業高校の生徒

たちが、井上ひさし「ナイン」の授業を

きっかけにこの遅筆堂文庫へ見学にき

てくれたこと。後に彼らはその研究成果

を、それぞれ「新聞」に仕立てて発表し

た。ひとつの作品、ひとりの作家にそこ

までとことんつきあうという経験は今

後なにかの役には立つと信じたい。 

著作目録 

地域おこし協力隊のそもそもの私の使命は井上ひさし著

作のデータベース化だった。しかし一年のアディショナルタ

イムをいただいたのにもかかわらず完成からは程遠い。未完

成版を現在進行形として残しておく。井上ひさしという徹底

的にアナログな人間に敬意を表して紙媒体で「井上ひさし著

作目録」は第４冊、井上ひさしの「放送関係ほか」をとりあ

げて、３月末刊行（予定）。 

▲ 置賜農業高校生徒たちの労作 

井上ひさし新聞 



  

02 
スポーツ活動支援員 
江藤 修人 

Etoh Shuto 

任期：2022年４月～ 

出身：山形県東根市 

趣味：スポーツ、山菜取り 

座右の銘：塞翁が馬 

＼ひと言コメント／ 

楽しい時間はあっという間で、 

びっくりしています。 

スポーツ教室の補助・事務業務 

総合型スポーツクラブ「スポーツかわにし」で行っている活動の業務を行いました。 

介護予防普及啓発の一環として、座って出来る程度の軽い運動や脳トレをする教室「さら

に元気アップ教室」や、年間を通じて多種目のスポーツを楽しんで貰い、自分の好きなスポ

ーツを探すことを主旨とした「らく楽スポーツ教室」を行っています。 

・川西町民総合体育館施設管理 

・総合型地域スポーツクラブ「スポーツかわにし」運営管理 

・すくすく広場開催 

・ニュースポーツの普及 

・FM NCVラジオ「デタアコ協力隊」出演 

 主な活動内容 

新たな事を始めることが少なかった事は反省点ですが、地区のイベントや学年行事等で呼

んでもらうことが増えて、体育館だけではない活動が増えたことが良かったと思います。 

小松小学校の学年行事で自分が担当した「キンボール」というニュースポーツを楽しんで

くれた子がその時の絵を描いていて、たまたまフレンドリープラザで見かけた時に、心に残

る活動が出来て本当に嬉しいと思いました。 

３年間は想像以上に短く、楽しい時間でした。 

川西スポーツ協会の皆様をはじめ、沢山の方々に支えて頂き、自分が出来た事よりも頂い

たことの方が多い様に感じて不甲斐ないように思いますが、色々な方々と笑いながらで運動

を出来た時間が宝物です。ありがとうございました。 



  

地区イベントでのニュースポーツ指導 

小学校の学年行事や、地区交流センターでの

レクリエーション行事に講師として参加しル

ールやコツを伝えました。知らないスポーツを

新たにする事で新鮮さがあり、また動きが大き

くない種目が多いので、老若男女楽しくニュー

スポーツを行う事が出来ました。 

すくすく広場の開催 

子どもの運動の機会、遊び場づくりを目的に、柔剣道場を利用して開催しました。 

 小学生低学年までを対象に、跳ぶ・走る・投げる・蹴る等の運動が出来る様に遊具を用意

し、あえて最小限のルールの中、子どもたちの自由な発想で体を動かしていました。 

２年半の間、月２回程度の開催でしたが、町外からも定期的に参加いただけました。 

「次はいつ～？」という子どもの声がとても嬉しかったです。 



  

03 
果樹農業研修生 
長澤 聡 

Nagasawa Satoshi 

任期：2022年４月～ 

出身：山形県米沢市 

趣味：ラーメン食べ歩き 

オペラ・バレエ鑑賞 

特技：「山形ステッチ」として 

アーティストもしています 

＼ひと言コメント／ 

冬になると田んぼに飛来する白鳥を 

見るのが好きです。 

春 

・果樹農業（さくらんぼ・桃・シャインマスカット）研修・作業 

・稲作と枝豆の研修・作業 

・山形かわにしの暮らし展（パネル展示・クロスステッチ製作実演） 

・NCV出演（デタアコ協力隊・ドキュ麺タリー） 

・こども食堂のボランティア 

 主な活動内容 

今年度は暖冬で雪も少なく春の作

業が前倒しになり、忙しい仕事開始と

なりました。 

さくらんぼと桃の摘蕾も追いつか

ないほど開花が早く、稲の播種から発

芽も早く大忙しでした。 

さくらんぼは前年の猛暑による双

子果が非常に多く、摘果作業も念入り

に行いました。 

さくらんぼの生育は順調でしたが、収穫期の高温、春先の少雨の影響によって過熟が進

み、収穫出来ない果実も多くなってしまいました。 



  
夏 

桃の生育も早く、例年より早い収穫になりました。 

昨年度の猛暑ほどではありませんでしたが、暑い夏の草刈り作業は熱中症と脱水に気

をつけながら行いました。 

秋 

枝豆収穫は今までの手順を変え、早朝から

収穫し選別作業を行うようになりました。こ

のおかげで順調に作業を行うようになりま

した。 

稲刈りも天候に恵まれ予定通り終了する

事が出来ました。 

今後について 

新規就農に向けて準備を整えてきましたが、当初町が説明していた就農計画のサポート

や経営開始に必要な資金の補助金など大幅な相違があり、就農を断念する事になりました。

大変遺憾に思います。 

研修先の親方をはじめ、多くの方々に応援していただいた事に対して非常に申し訳なく

思っています。 



  

川西町の概要 
 

 人 口  13,588 人（男 6,712 人、女 6,876人） 

（2024 年 3月 31日現在） 

 世帯数  4,953世帯 

 面 積  166.6㎢ 

田 畑 面 積： 約 30％ 

住 地 面 積： 約 3％ 

山林・原野： 約 40％ 

そ の 他： 約 27％ 

 気 象  平 均： 12.8℃ 

最 高： 37.7℃（2023 年 7月 29日） 

最 低： －10.7℃（2023 年 1月 31日） 

年間降水量： 1,336.5mm 

年間降雪量： 318.0cm 

最 高 積 雪： 48.0cm（2024 年 2月 1 日） 

※川西町ホームページ「2024統計資料」より引用  

川西町（かわにしまち）は、山形県南部、置賜

地方のほぼ中心に位置し、広大な田園となだら

かな丘陵地からなる里山の町です。 

厳しく美しい自然環境に育まれたおいしいお

米と米沢牛、そして紅大豆®が町の特産品。 

良質なお米と水から作られる地酒も人気です。 

下小松古墳群（T41号墳）からの置賜盆地の眺め 山形県眺望景観資産（第２号） 



 

■お問合せ 

 川西町役場まちづくり課 

TEL 0238-42-6613 

E-mail machizuku@town.kawanishi.yamagata.jp 

発行月 2025年 3 月 

発 行 川西町まちづくり課 

編集／文／写真 井上 恒 

 江藤 修人 

 長澤 聡 

※ イラスト・写真・文章などの無断転載・配信を禁じます。 



 

  
● 川西町内のスポット情報 

川西ダリヤ園 

浴浴センターまどか 

内山沢遊歩道 

川西町フレンドリープラザ 

下小松古墳群 

アルカディア人物館 

埋蔵文化財資料展示館 

かわにし森のマルシェ  etc. 

● 川西町へのアクセス 

● 川西町地域おこし協力隊 Facebook 

● リンク集 
地域おこし協力隊 

川西町の協力隊への 

応募問合せはこちら 

やまがた 

 里の暮らし推進機構 

川西町の農業や移住交流

体験はこちら 

川西町空き家バンク 

町内の空き家の売買や 

賃貸情報はこちら 

やまがた暮らし情報館 

移住支援情報がたくさん 

山形移住をお考えの方はこちら 

協力隊員の日々の活動の様子を Facebook に投稿しています。 

四季折々の美しい田園風景や季節ごとの暮らし方などを配信中！ 

＼Follow me !!／ 


